
           
                                   

 

東京大学 医科学研究所 共同研究拠点事業 

 平成 28 年度 若手研究者シンポジウム 

  

若手研究者が切り拓く次世代ウイルス学 

平成 29 年 2 月 17 日(金) 

 13:00 ~ 17:00 

 会場：東京大学医科学研究所 近代医科学記念館 

    

13:00-13:05 開会の挨拶  

         村上善則 (東京大学医科学研究所 所長) 

13:05-13:40 性器ヘルペスウィルス感染に対する末梢組織免疫制御機構の解明  

         飯島則文  (医薬基盤・健康・栄養研究所 アジュバント開発プロジェクト) 

13:40-14:15 フラビウイルス感染における Bcl-2 ファミリー蛋白質の制御  

         岡本  徹  (大阪大学 微生物病研究所 分子ウイルス分野) 

14:15-14:50 小胞輸送系を介したインフルエンザウイルスゲノムの細胞内動態制御機構  

         川口敦史  (筑波大学医学医療系 感染生物学分野 分子ウイルス学) 

 

14:50-15:10 休憩 Coffee Break 

 

 15:10-15:45 エンテロウイルス 71 と受容体 PSGL-1 の結合とその制御  

         西村順裕  (国立感染症研究所 ウイルス第二部) 

15:45-16:20 サル免疫不全ウイルス中和抗体：in vivo 防御機序の解析と誘導の法則性  

         山本浩之  (国立感染症研究所 エイズ研究センター 第二研究グループ) 

16:20-16:55 全ての A 型インフルエンザウイルスの HA 蛋白質を認識する 

                             ヒトモノクローナル抗体の増殖阻害機構の解析  

          山吉誠也 (東京大学医科学研究所 ウイルス感染分野) 

 16:55-17:00 閉会の挨拶  

          川口  寧  (東京大学医科学研究所 副所長) 

 

お問い合わせ先：シンポジウム事務局 

東京都港区白金台 4-6-1  東京大学 医科学研究所 

 有井 潤、加藤哲久  Tel:03-6409-2071 


